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１ はじめに

昨今、人口減少・少子高齢化、グローバル化の進展など、社会状況が大きく変化していくことが予想され

る。このような社会を生きる子どもたちに「たくましく生きる力」を育むためには、基礎・基本の知識や技

能の習得とともに、思考力・判断力・表現力等の活用する力等、「確かな学力」を育む必要がある。併せて、

学習意欲や学習習慣、問題解決的な能力、豊かな人間性、自然や地域と共生する力等、「確かな学力」の基盤

となる「学ぶ力」を育成することも重要である。

各学校においては、その点を踏まえ、学校経営のビジョンを明確にもつとともに、それぞれの学校や地域

の特色に応じた取組の柱を位置付け、教育課程の編成を行う必要がある。また、全教職員が「チーム学校」

としての議論を重ね、共通理解と共通実践を図り、不断の授業改善を進めることにより、全ての子どもたち

が、「わかる」「できる」喜びを実感できるようにしていくことが大切である。

本論文は、私が平成 年度に教頭として赴任していた大津市立雄琴小学校での学校改善・授業改善の取組

についてまとめたものである。本校においては、「一人ひとりの学ぶ力を高める授業改善」、「地域の特色を活

かした系統的な環境教育の推進」、「ふるさとを愛し、自らの生き方を考える子どもを育む地域学習の推進」

を柱に教育実践に取り組んできた。また、「チーム雄琴」としての教職員の連携や地域の支援など、人が育て

る教育としての推進も行ってきた。それらの取組について記すとともに、今後の学校教育において何が必要

なのか。子どもたちをどのように育んでいく必要があるのかについて考えていきたい。

２ 一人ひとりの学ぶ力を高める授業改善

大津市立雄琴小学校では、これまでから「確かな学力をもち、自ら学ぶ子どもの育成」を研究主題に、学

習の基礎・基本の定着、自ら学ぶ学習集団づくりに取り組んできた。平成  
年度からは３年間にわたり、滋賀県教育委員会の「学力向上アプローチ事業」の指定を受け、全国学力・学

習状況調査の結果を基に、付けたい力を明確にした評価問題の作成を通して授業改善の方法を研究し、学力

向上へのアプローチを行ってきた。 
平成 25 年度の授業改善の取組については、以下の内容を中心に推進した。 
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「つなげる」をキーワードに取組を展開 
・課題と児童を「つなげる」 

課題の提示や発問の工夫改善とともに の活用 
・児童と児童を「つなげる」 

交流場面での学習形態の工夫 グループやペア学習の推進

自らの考えをもつためのノート指導の推進 
その後の全国学力・学習調査の結果分析において、子どもたちの表現する力、とりわけ説明する力に課題

か見られたことから、平成 26 年度の校内研究の主題では「自ら考え、学び合う子どもの育成」～「表す・説

明する」算数的活動の充実～を位置付け、授業改善を中心に取組を体系化し、子どもたちの「学ぶ力」の育

成に取り組んだ。 
 

（１） 平成 年度の取組の内容

基礎・基本の知識や技能の定着を土台として、説明する力の育成に取り組むことで思考

力、判断力、表現力等の活用する力を育む。

図１ 平成 年度の校内研究の体系図

＜取組の６つの柱＞

①授業改善 ②ノート指導の充実 ③評価問題の作成 ④夏の算数教室

⑤ステップアップタイム ⑥家庭学習の推進

学ぶ力の土台の部分として、計算問題や知識に関する内容など、基礎・基本の知識や技能の習得とその定

着を図るとともに、その上に積み上げる部分として説明する力の育成を図り、そのことを通して、記述式の

問題等でも必要となる「活用する力」を高めていくこととした。そして、それらの力の検証として、評価問

題とともに、全国学力・学習状況調査のＡ・Ｂ問題、県作成の「つまずき診断テスト 現在・学び確認テスト 」

を活用することとした。

また、それぞれの内容についての向上に関わり、上記の①～⑥の６つの柱の取組を関連させながら推進す

ることとした。

６つの柱による取組の内容 
①授業改善 

・基礎・基本の定着をめざし、「公式・計算のきまり・考え方」などの各学年で身に付け 
  させるべき学習内容については、必ず身につけさせていくようにする。 

・説明の仕方について考え、その学習を繰り返すことで定着を図る。 
順序立てる・算数的用語を用いる・絵や図を使うなど 

・活用問題を扱う単元の学習を研究授業の中で取り上げて実践研究していく。 
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多様な考えが引き出せるような学習課題や授業展開、学習のまとめやふりかえりを行う。 
・単元や単位時間での付けたい力を明確にし、課題解決的な学習を行う。 

 
 
 
 
自力解決の段階でのヒントカード 

子どもたちが、自力解決していく際一人ひとりの学習状況に応じ、解決のヒントなるカードを用意し、  
その内容を参考に、自分なりの解決方法を見つけ出せるように支援を行った。  

 
 
 
 
 
 
 
 

写真１ グループ学習チェックカード 写真２ ホワイトボートによる意見の整理

 
グループ学習でのチェックカード 

自力解決した内容をグループ等で意見交流する際、そのままにしておくと、意見を出し合うだけに終わっ

てしまう。そのため、「何種類の意見が出てきたか。」や「出てきた解き方を分類してまとめる。」「一つの考

えに絞り込む。」「考えをまとめる。」等、学習の内容や付けたい力に応じて、話し合いの方法を規定すること

とした。そのことにより、議論の活性化とともに話し合う力も付けることができた。また、ホワイトボード

等を使用することにより話し合いの内容を可視化することも考えを深めることにつながった。 
 
②ノート指導の充実 

子どもたちの基礎・基本の知識や技能を確実

に身に付けたり、自力解決において自らの考え

をまとめたりするためには学習ノートの指導が

大切である。本校では、平成 年から、研究の

柱の一つにノート指導に力点におき取り組んで

きた。全校で系統的な指導を行うため、各学校

でのノート指導の取組をもちよりながら、共通

項目を設定するとともに、どの学年にはどのよ

うな書き方をすればよいかについて検討を重ね、

ノート指導のスタイルを作っていった。本校の

算数科の指導において決まった共通事項は以下

の内容である。 図２ 学習ノートの例 
 
・学習の日付→ノートを振り返るときに必要 
・めあて→学習のめあてを書くことで、学習の目的を意識するとともに、学習のまとめ等において、めあ 
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てに対しての自分の考えをまとめる。算数科の場合、問題を提示してから、その問題を意識した上でめ 
あてを確認していく学習展開をとることとしていた。 

・自分の考え→図や式、言葉等を使って、自分の考えを書き表すようにする。既習の学習内容を思い起こ 
してメモするなどして自分の考えをまとめるときのヒントとする。 

・友達の考え→グループやベアでの意見交流をもとに、自分の考えと違う部分をまとめる。 
話し合いを通して、考えを整理したことを記録する。 

・まとめ→学習をとおしてポイントとなる部分等をまとめる。 
・練習→まとめたことをもとに、練習問題に取り組み、自らの学習を評価する。 
・ふり返り→学習を通して、「わかったこと」や「次に考えたいこと」、「友達の考えを聞いて思ったこと」 
等を書きとめ、次への課題を見つける。 

 
このノート指導を全学級で行うことは、課題解決的な授業スタイルを共通実践することにつながる。併せ

て、他教科や家庭学習でのノート指導にも生かすようにしていった。 
また、子どもの作成したノートの例を集めプリントにし、配布することを通して、他の子どもたちのモデ

ルとするとともに、家庭においても子どものノートを確認してもらえるようにした。 
 

③評価問題の作成 
学習単元の最後に行う評価問題に、説明する力を見取るための問題を作成することとした。このことによ

り、教師が単元構成を考える際、子どもたちへどのような力を付けておくべきかを明確にすることができる

とともに、この評価問題を解くことができるようにするためには、どのような単元での指導が必要なのかを

段階的に考えることができ、授業改善や指導の工夫へとつながった。 
 
④夏の算数教室（児童の半数以上が参加） 

夏期休業中を利用して、一学期学習した内容の補充を行うこ

とや、夏期休業中の学習習慣を作ることを目的に、４・５・６

年生児童を対象とした算数教室を実施した。子どもたちには、

これまでの学習で苦手だった部分をふり返り、その部分を中心

に学習プリントを選択。自分のペースで問題を解いていく。各

学年の教室には学年以外の複数教師が入り、個別に指導を行う

こととした。連続で５日間実施し、多くの児童が参加した。  
また、算数教室の後には水泳教室も行い、午前中にその両方  写真３ 夏の算数教室 

に参加し生活のリズムを学期から夏期休業へスムーズに移行させるようにした。  
 

⑤ステップアップタイム 
始業前の朝の時間を活用し、毎週金曜日 15 分程度、算数や

国語の基礎・基本の内容の復習を行った。月曜日～木曜日は、

朝の読書や読書ボランティア、教師による読み聞かせを行い

学習の習慣作りとともに、落ち着いた時間を作ることで１時

間目の学習へスムーズに進めるようにした。 
 

 
図３ 家庭学習のすすめ 
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⑥家庭学習の推進 
学ぶ力の向上については、学校だけでなく、保護者との連携が大切であることから、ＰＴＡ総会において、

校内研究での取組について説明するとともに、「家庭学習のすすめ」を見直し、その発行による家庭学習の啓

発を行った。  
 

（２）「学ぶ力」をステップアップ ～日常的に「書く力」を高める取組～

算数科においての授業改善を中心に取組を進めてきたが、

平成 年度の全国学力・学習状況調査の結果で明らかになっ

た課題をもとに、学ぶ力向上に向けたＰＤＣＡにおいての再

検証を全教職員で行い、新たに学力向上チャレンジプランを

作成し、その推進を行った。 
全国学力・学習状況調査の結果分析において、算数科だけ

ではなく国語科においても記述式の問題に課題があったこと

から、チャレンジプランにおいては、とりわけ記述力の向上

について焦点をあて、「百文字作文」の取組を全校で行うこと

とした。 
図４ 平成 26 年度後半のチャレンジプラン 

＜百文字作文の取組＞

月に２回のペースで、朝のステップアップタイムの時間を利用し、全校児童が一斉に百文字作文に取り組

むこととした。また、日常から以下の取組のポイントをもとに、書くことの指導を進めることとした。  
 
取組のポイント例 
① 目的などを明らかにする。（相手・目的・意図 など） 
② 文章の様式をもとに書く。（理由の説明・意見・感想 など） 
③ 書くための条件に注意して書く。（引用・例示・箇条書き・字数・手順 など） 
④ 読み手を意識し、分かりやすく書く。（主語・述語・一文の長さ・文の数・文末 など） 
⑤ 何度も繰り返し書き、習慣化することが大切 
⑥ １００字を基本として、必要に応じて１５０字、２００字と増やしていくことで、内  

容に応じた必要な分量で書く学習につなぐ。 
⑦ 他教科等については、この取組を基本として、目的に応じて、式や図、表、絵なども使って表現して

いく。 
＜取組の方法＞ 
①各学級の様々な教科で時間を作り、継続的に取り組む。 
②朝の時間などを活用して全校児童が一斉に取り組む。  
 
ステップアップタイムでの百文字作文の取組においては、作文のテーマを全校で共通とし、コンテスト方

式をとることにより、意欲を高めるとともに、各学級でのよい作品を紹介することを通してモデルとなるよ

うにした。 
コンテストでの入賞者（毎回、各学級１名）には、学校長からの表彰状が渡され、その取組により、苦手

な子どもも一生懸命に取り組む姿が多くあった。また、指導に当たっては、書き方のスタイルを以下の例の

ように毎回規定し、子どもたちが書きやすくなるようにすることで、作文への抵抗感を減らすことを目的と

した。「この書き方のスタイルを使うと、自分の言いたいことが書きやすくなった。」という子どもの声も多



48 村　田　耕　一
教職実践研究 
No.1, pp. -  

くあった。 
また、コンテストの入賞者を校内に掲示することにより、低学年の子どもたちからは、「高学年の作文はや

っぱりうまいね」という声や、高学年からは、「１年生は、ひらがなしか使わないのに百字でよくまとめられ

るね」という声もあり、学年をまたがって認め合う姿があった。全校でテーマを同じにすることで、上学年

の作文が記述の参考になっていった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
二文目に、「例えば」を入れて、具体例を書いたり、「〇〇というのは～」を入れて説明したりするなど、

付けたい力に合わせて文例を決め取り組むことで、他の学習へ活用できるようにしていくことにした。子ど

もたちは、「最後のまとめが難しい。まとめ方で大きく変わってくる」とよい文章にするために一生懸命に取

り組む姿が多くあり、記述力を向上させることができた。 
 

３ 自然や地域と共生する力を育む

（１）地域の特色を活かした系統的な環境教育の推進

本校では、長年にわたり地域の特色を活かした環境教育の取組を推進している。とりわけ、「雄琴の自然か

ら琵琶湖の自然を考えよう」と題して、琵琶湖のヨシが水や生き物とどのようにつながっているかを調べる

探究的な活動を通し「問題を捉え、その解決の構想を立てる能力」「自ら進んで環境の保護・保全に寄与する

態度」等を育むことを目標に体験活動に取り組んできた。  
本校は、自然に囲まれた山の麓にあり、また、ヨシ原のある琵琶湖にも近いことから、豊かな環境に恵ま

れている。近隣には、河川もあり上流中流下流の様子とともに、その川が琵琶湖につながることから、水環

境についても一体的に学習ができる。そのことから、それらの豊富な環境資源を有効活用し、全学年で系統

的な環境教育を行うこととして、次頁のような教育課程を編成した。  
学習の展開においては、生活科や総合的な学習の時間を中心に、体験的な活動を中心にした課題解決学習

を行った。自然と「ふれあう」ことを通して、自然に主体的に関わろうとする意欲・態度を育むとともに、

自然の中から課題を見いだす。そして、課題を探究することを通して、思考力・判断力・表現力の育成とと

もに、生命の尊重、自然と人との共生の大切さについて学んでいくこととした。そして、将来にわたり、琵

琶湖をはじめとする自然環境の保全に働きかける実践力を育むこととした。 
 
 

取組の例 
「文章の組み立てに注意して書くこと」 
文の構成 
①最初に、好きな○○は△△と言いきる。 
②次に、「なぜなら～」「～だからです。」などの言葉を使いその理由を書く。 
③最後に、よりくわしく説明したり、考えを書いたりする。 
 
作文のテーマ 「私の好きな時間」 
 
作文例（３年生） 
「わたしのすきな時間は、土日の朝にさんぽをする時です。晴れた日はくうきがよく

てきもちがいいからです。風がふくと葉っぱがひらひらとおちてくるのも、一つの楽し

みです。きせつによってふってくるものがちがいます。」 
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くあった。 
また、コンテストの入賞者を校内に掲示することにより、低学年の子どもたちからは、「高学年の作文はや

っぱりうまいね」という声や、高学年からは、「１年生は、ひらがなしか使わないのに百字でよくまとめられ

るね」という声もあり、学年をまたがって認め合う姿があった。全校でテーマを同じにすることで、上学年

の作文が記述の参考になっていった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
二文目に、「例えば」を入れて、具体例を書いたり、「〇〇というのは～」を入れて説明したりするなど、

付けたい力に合わせて文例を決め取り組むことで、他の学習へ活用できるようにしていくことにした。子ど

もたちは、「最後のまとめが難しい。まとめ方で大きく変わってくる」とよい文章にするために一生懸命に取

り組む姿が多くあり、記述力を向上させることができた。 
 

３ 自然や地域と共生する力を育む

（１）地域の特色を活かした系統的な環境教育の推進

本校では、長年にわたり地域の特色を活かした環境教育の取組を推進している。とりわけ、「雄琴の自然か

ら琵琶湖の自然を考えよう」と題して、琵琶湖のヨシが水や生き物とどのようにつながっているかを調べる

探究的な活動を通し「問題を捉え、その解決の構想を立てる能力」「自ら進んで環境の保護・保全に寄与する

態度」等を育むことを目標に体験活動に取り組んできた。  
本校は、自然に囲まれた山の麓にあり、また、ヨシ原のある琵琶湖にも近いことから、豊かな環境に恵ま

れている。近隣には、河川もあり上流中流下流の様子とともに、その川が琵琶湖につながることから、水環

境についても一体的に学習ができる。そのことから、それらの豊富な環境資源を有効活用し、全学年で系統

的な環境教育を行うこととして、次頁のような教育課程を編成した。  
学習の展開においては、生活科や総合的な学習の時間を中心に、体験的な活動を中心にした課題解決学習

を行った。自然と「ふれあう」ことを通して、自然に主体的に関わろうとする意欲・態度を育むとともに、

自然の中から課題を見いだす。そして、課題を探究することを通して、思考力・判断力・表現力の育成とと

もに、生命の尊重、自然と人との共生の大切さについて学んでいくこととした。そして、将来にわたり、琵

琶湖をはじめとする自然環境の保全に働きかける実践力を育むこととした。 
 
 

取組の例 
「文章の組み立てに注意して書くこと」 
文の構成 
①最初に、好きな○○は△△と言いきる。 
②次に、「なぜなら～」「～だからです。」などの言葉を使いその理由を書く。 
③最後に、よりくわしく説明したり、考えを書いたりする。 
 
作文のテーマ 「私の好きな時間」 
 
作文例（３年生） 
「わたしのすきな時間は、土日の朝にさんぽをする時です。晴れた日はくうきがよく

てきもちがいいからです。風がふくと葉っぱがひらひらとおちてくるのも、一つの楽し

みです。きせつによってふってくるものがちがいます。」 

教職実践研究 
No.1, pp. -  

＜取組の内容＞ 
取組については、「水」・「人」・「生き物」をキーワードに３つのつながりを柱とする単元構成を推進した。

また、ヨシについては、全学年に渡り単元を系統的に位置付け、子どもたちも６年間を見通して学習に取り

組めるようにした。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

図５ 環境教育の系統表

 
１・２年生→ヨシ原の探検 刈り取る前の冬のヨシ原に入り、

ヨシの大きさや鳥など生き物のすみかとしての役割を体感する。

見学した子どもからは、「ヨシの中って、まわりより暖かいね。」

と話すなど、その役割を実感することができていた。 
３年生→ヨシのゆりかご ヨシの生態を知り、琵琶湖の水を浄

化することや生き物を育むことを学習するとともに、ヨシの苗を

学校で育て琵琶湖に植苗する活動を行った。 
５年生→環境学習 ３年生に植えたヨシを含め、夏のヨシ原を、

カヌーを使って琵琶湖から観察した。また、琵琶湖フローティン

グスクールを中心とした琵琶湖環境学習につなげ雄琴の自然が  写真４ １・２年生のヨシ原探検

琵琶湖の自然につながっていることを学んだ。 
６年生→ヨシ工作 刈り取られたヨシを使って、近隣大学の支

援のもとランプシェイドを作成した。完成したランプシェイドは、

地域のホテルや施設等に展示させていただき取組を発信した。  
全校→ヨシ刈り・ヨシ松明 地域で開催されるヨシ刈り・ヨシ

松明に積極的に参加し地域とともに環境保全への意識を高めた。 
その他にも、３・４年生を中心とした川探検や調査、観察等を

通して、河川を使った環境学習を推進したり、５年生においては、

地域の方の支援をもとに年間を通して稲を育てたりした。また、

４年生においては、「やまのこ」の活動として葛川少年自然の家 写真５ ５年生のカヌーでのヨシ原観察 
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での宿泊体験を行い、琵琶湖の水に対しての森林の役割を理解するとともに、実際に魚を掴み食する体験を

通して「命をいただく」ことの尊さについて考える学習を推進した。 
本実践の一部は、文部科学省国立教育政策研究所発行の「さあ，環境教育を始めよう！」【幼稚園・小学校

編】に掲載していただいた。 

（２）ふるさとを愛し、自らの生き方を考える子どもを育む地域学習の推進

学区にある「おごと温泉」を地域資源として、おごと温泉の歴史や発展に向けての取組を学ぶとともに、

地域の活性化や観光に携わっている方の願いや努力、工夫に触れることを通して、ふるさとを愛しふるさと

の創生に主体的に関わる学習を進めた。 
本取組は、大津市教育委員会の事業「スクールイノベーション事業」の指定を受けるとともに、学習につ

いては、６年生の総合的な時間の時間において行い、「おごと温泉まなび旅」と題して、地域学習や職業体験

をキーワードに年間を通して探究的に行った。 
＜取組の内容＞ 
①地域学習 

地域の「おごと温泉」の縁の地を訪ね、最初に 
温泉が湧き出て温泉施設ができた場所や関係する石碑、温泉の泉

質と関係が深い井戸のある地元のお寺を訪ねた。子どもたちは、

「いつも通学で前を歩いているのに知らなかった」など、改めて

地域のすばらしさを感じることができ、ふるさとへの関心を高め

ることができていた。  
写真６ 地域学習

②職業体験 
近隣の旅館の会長様に来ていただき、「おごと温泉」の戦後の混

乱期から今日までの歩み 
や努力についてお話を聞かせていただいた。「事業を長く、安定し

て運営するには、お客様一人ひとりに合ったサービスを提供する

ことを心掛けることと、仲間を思いやる気持ちを常に持ち続ける

ことが大切だ」という部分は、子どもたちに仕事をしていくうえ

での大切さを印象づけることにつながった。  
また、近隣のホテルのご協力のもと、ホテルでの仕事の一部を

体験させていただき、ホテルで働くものの心構えや「おごと温泉」

のよさ、また子どもたちの住んでいる地域がいかに素晴らしいかと  写真７ 職業体験

いうことについてお話いただいた。 
併せて、接客担当の方に、お辞儀の仕方やお客様への言葉かけなど接遇について教えていただいたり、調

理体験をさせていただいたりした。 
学年の終わりには、職業体験でお世話になったホテルを再度訪問し、従業員の方へインタビューをさせて

いただき、お仕事で工夫されていることや難しいこと、心掛けておられることなどを質問させていただいた。

そのことで仕事をすることの大切さや喜び、苦労など、子どもたちが将来に向けて、生き方の基本となるこ

とを学ぶことができた。  
また、ホテルをご利用のお客様に「なぜ、おごと温泉に来られましたか」などの質問をさせていただき、

これからの雄琴の発展について調べ、まとめることもできていた。  
この取組は、地域の支援無くして実施できないことであり、改めて地域の子どもを育てることの重要性に
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での宿泊体験を行い、琵琶湖の水に対しての森林の役割を理解するとともに、実際に魚を掴み食する体験を

通して「命をいただく」ことの尊さについて考える学習を推進した。 
本実践の一部は、文部科学省国立教育政策研究所発行の「さあ，環境教育を始めよう！」【幼稚園・小学校

編】に掲載していただいた。 

（２）ふるさとを愛し、自らの生き方を考える子どもを育む地域学習の推進

学区にある「おごと温泉」を地域資源として、おごと温泉の歴史や発展に向けての取組を学ぶとともに、

地域の活性化や観光に携わっている方の願いや努力、工夫に触れることを通して、ふるさとを愛しふるさと

の創生に主体的に関わる学習を進めた。 
本取組は、大津市教育委員会の事業「スクールイノベーション事業」の指定を受けるとともに、学習につ

いては、６年生の総合的な時間の時間において行い、「おごと温泉まなび旅」と題して、地域学習や職業体験

をキーワードに年間を通して探究的に行った。 
＜取組の内容＞ 
①地域学習 

地域の「おごと温泉」の縁の地を訪ね、最初に 
温泉が湧き出て温泉施設ができた場所や関係する石碑、温泉の泉

質と関係が深い井戸のある地元のお寺を訪ねた。子どもたちは、

「いつも通学で前を歩いているのに知らなかった」など、改めて

地域のすばらしさを感じることができ、ふるさとへの関心を高め

ることができていた。  
写真６ 地域学習

②職業体験 
近隣の旅館の会長様に来ていただき、「おごと温泉」の戦後の混

乱期から今日までの歩み 
や努力についてお話を聞かせていただいた。「事業を長く、安定し

て運営するには、お客様一人ひとりに合ったサービスを提供する

ことを心掛けることと、仲間を思いやる気持ちを常に持ち続ける

ことが大切だ」という部分は、子どもたちに仕事をしていくうえ

での大切さを印象づけることにつながった。  
また、近隣のホテルのご協力のもと、ホテルでの仕事の一部を

体験させていただき、ホテルで働くものの心構えや「おごと温泉」

のよさ、また子どもたちの住んでいる地域がいかに素晴らしいかと  写真７ 職業体験

いうことについてお話いただいた。 
併せて、接客担当の方に、お辞儀の仕方やお客様への言葉かけなど接遇について教えていただいたり、調

理体験をさせていただいたりした。 
学年の終わりには、職業体験でお世話になったホテルを再度訪問し、従業員の方へインタビューをさせて

いただき、お仕事で工夫されていることや難しいこと、心掛けておられることなどを質問させていただいた。

そのことで仕事をすることの大切さや喜び、苦労など、子どもたちが将来に向けて、生き方の基本となるこ

とを学ぶことができた。  
また、ホテルをご利用のお客様に「なぜ、おごと温泉に来られましたか」などの質問をさせていただき、

これからの雄琴の発展について調べ、まとめることもできていた。  
この取組は、地域の支援無くして実施できないことであり、改めて地域の子どもを育てることの重要性に
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ついて考える機会となった。今後は、よりよい学習内容や展開について子どもたちとともに作り上げていく

必要があるとともに、地域に根付く雄琴小学校の教育の一つ「観

光教育」として地域に発信していく必要があると考えている。 
その他にも、児童会活動を中心に日吉中学校ブロックでの地

域との連携の取組や、５年生を中心とした雄琴幼稚園をはじめ

とした保幼小の連携の推進、クラブ活動等で様々な方にゲスト 
ティチャーとしてお越しいただく等、地域の中の学校として、  
地域の中で共生する力を育む活動を推進してきた。 
 
４ 子どもの力を引き出し伸ばす教職員の組織力

これまで、いくつかの取組を記してきたが、これらのことを 写真８ インタビュー活動 
教育課程に位置付け、確実に推進していくためには、学校長 
のリーダーシップのもと、教職員が一丸となって「チーム雄琴」として意欲的に楽しく活動し、教育活動

に達成感や充実感をもつことが大切である。そのため、管理職として次の３点について取り組んだ。 
①教職員一人ひとりが個性を生かして、知恵を出し合う 
本校は、伝統ある学校であるとともに、これまでから様々な実践があり、それを守っていくことも大切で

ある。しかし、伝統を守るというということは、そのままの形を続けることだけでなく、常にその時代や子

どもたちの状況に合わせて更新し続けていくことが、大切であると考えている。そのため、受け継がれてき

たものを大切にしながら、教職員の一人ひとりが個性を少しずつ重ねることが大切であり、そのことが、職

員の意欲にもつながると考えている。学校行事を含め、様々な教育課程上の取組に「みんなで知恵を出し合

っていきましょう。」と声をかけ合い、創り上げていくことが大切であると考えている。 
 
②教職員が達成感や充実感をもつ 

管理職の大切な能力の一つにコミュニケーション能力があると思っている。当時の学校長から「教職員が

納得しているか」「教職員に感動を与えているか」を考える必要があると教授していただいたことがある。管

理職が、どのような言葉を一人ひとりの教員に言葉をかけるのはとても大切であり、その職員が今どのよう

な状況にあるのか、この仕事をすることで大きな伸びが期待できるのか、など仕事の質と量をコントロール

していくことが重要であると考えている。 
本校の教職員は「チーム雄琴」という言葉をよく使っている。教職員が組織の一員としての自覚を喜ぶと

ともに「全教職員が本校に在籍している子どもたちを育てる」という意識を 
常にもち、協力体制を高め、達成感や充実感をもつことが大切である。 
・超過勤務を削減する  

本校は、これまでから超過勤務が少ない学校である。それは、この時間までに終わろうと全員が常に意識

しているからであると捉えている。そのために、どのように仕事を進めればよいのか、どうしたら効率的に

仕事ができるのかを全員が考えている。大切にしたいのは、次の授業プランを考えたり、子どもの課題に気

づき、寄り添い、解決したりしていくことであり、そのことに多くの時間を使えるよう工夫改善を行ってい

る。 
教師の授業がうまくなれば、子どもたちも日々の学習で生き生きと輝き、学ぶ力も伸びる。子どもたちの

学ぶ力が伸びてくれば、満足感をもち学校生活も楽しくなる。学校生活が楽しくなれば、生徒指導上の問題

行動や課題も少なくなる。生徒指導上の課題に対する時間が少なくなれば、その時間が、次の授業づくりに

使え、よりよい授業ができる。といったよい学級づくりのスパイラルを実現していくことが大切と考えてい

る。 
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５ これからの学校教育

今後、学校教育を取り巻く環境は、大きく変化し、新たな課題が次々と出てくると考えられる。例えば、

子どもたちや保護者の一層の多様性を受け入れ、生かした教育を進めなければならないことや、人口減少の

中で、学級、学年の在り方も含め授業のスタイルを大きく変化さる必要があるということである。 
そのために、これまで行われてきた一方的で画一的な授業から、子どもが自己との対話を重ねつつ、他者と

相互に関わりながら、自分の考えを深めたり、グループの考えを発展させたりする双方型で多角的な授業改

善の取組が一層必要になると考えられている。 
これからの教師は、子どもたちの学びのプロセスを可視化するとともに、子ども一人ひとりの考えの違い

を大切し、一人ひとりの考えを育てるための一人学びの指導の充実を図る必要がある。また、学習時には、

子どもの学習状況を捉えたうえで、新たな視点や学びの方向性を示す言葉かけを通して、一人ひとりの子ど

もの良さを認め、自信や意欲を高めていけるようにしていく必要があると考える。 
  また、不断の授業改善とともに、地域の特色や学校の伝統をもとに、どのような子どもたちを育てたいか

を明確にもつ必要もある。本校においては、琵琶湖とともに美しい山々、また、温泉という歴史や文化、産

業がある。また、地域のコミュニティーもある。これらを大切にしながら、地域を愛し、地域と共に生きる

子ども、地域に主体的に関わる子どもを育てて行く必要があると考える。 
これからの時代、子どもたちの「生きる力」は、学校だけで育まれるものではなく、家庭における教育は

もちろんのこと、地域社会とのつながりや信頼できる大人との多くの関わりを通して成長していく。学校は、

地域の特色を生かし新たな学校文化を子どもたちと共に創り出していくとともに、その文化を地域に広げ、

共有していくことが重要になる。その意味においても学校の役割はますます大きくなると捉えている。今後

も、学校文化の創造に向けて尽力していきたいと考えている。 
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１ 緒言

昨今，小学校体育科の学習指導に関して，初任期

の教員や女性の教員が指導上多くの悩みを抱えてい

ることが指摘されている 加登本ほか， ；加登本

ほか， ．特に，「女性の教員は体育主任を経験

したり，体育を研究したりする機会が少ない」とさ

れ，加登本ほか の調査では，対象となった女

性教師のおよそ ％が「体育指導に積極的に関与す

る経験」を有していない現状が報告されている．実

際に，滋賀県において体育主任を務める女性教員の

割合は ％であり ，滋賀県 市の研究教科部会で

体育科に所属する女性教員の割合は過去 年間毎年

％以下である ．現在の小学校教員に占める女性

教員の割合が ％である 文部科学省， こと

からすれば，「体育指導に積極的に関与する経験」を

有する女性教員の割合はきわめて低いと考えられる．

我が国において女性体育教師に焦点化した研究は，

中学校・高等学校の女性教員を対象とした研究が多

くみられる．なかでも女性体育教師の継続に焦点化

した研究では，家庭の問題や体力的な問題，さらに

は環境的の変化に対応しきれないという問題によっ

て離職したり，保健体育科以外の教科に研究教科を

変えたりする女性教師の事例が報告されている 井

谷， ， ， ；佐々ほか， ， ， ．

また，仕事と家庭での役割の間で葛藤し，職務をま

滋賀大学大学院教育学研究科教科教育専攻保健体育専修

滋賀大学大学院教育学研究科

滋賀大学教育学部

っとうできない女性体育教師は周辺的な存在へと追

いやられているという報告もみられる 井谷，

．

近年，諸外国の教師教育研究において，継続的な

職能発達

という概念が広がっており，この の見直し

が今後の教育実践課題の解決策となることが議論さ

れている ；

； ；

教師の職能発達は，同僚教師からの支援や教師の実

践力の変容，子どもの学習成果の実感，教師の知識

や信念の変容といった多様な要因によって促され，

それらの要因が相互に影響し合うことで継続的な成

長へとつながるとされる ；

；四方田ほか ．

ところで，加登本･辻 が行った小学校教師の

体育授業力量形成の契機に関する調査では，「指導的

立場にある教員」と推薦され調査の対象となった小

学校教師 名のうち，女性教員は僅か 名であっ

た．また，四方田ほか の研究において目的的

サンプリングによって選定された体育授業の力量向

上に対する動機を維持している小学校教員 名の

うち，女性教員は 名のみであった．このように，

体育科における教師教育研究では研究対象の多くが

男性教員であり，女性教員特有の困難さを抱えなが

ら体育科研究を継続し，職能を発達させている小学

校女性教員を対象とした研究は管見の限り行われて

いない．小学校女性教員の職能発達に焦点化した研

究課題の設定によって，体育科に積極的に関わる小


